










結論 

Reye 症候群における代謝異常をガスクロマトグラフィー質量分析計を用いて解析した結

果、ミトコンドリアに局在する酵素、あるいは酵素系の障害によると考えられる一連の生

化学的知見が得られ、本疾患における高アンモニア血症、高乳酸血症およびケトーシス型

ジカルボン酸尿症と低血糖や高脂血症、特有の脂肪肝などもそれによって充分説明し得る

ことが分った。 


